
 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 後期学評価アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。  

令和６年１２月に実施した後期学校評価アンケートの結果と分析をお知らせします。結果を今後の教育活動に生かしてまいります。 

 

◇実施期間  令和６年１２月２日～１２月１３日 

◇対 象 者  白河総合支援学校生徒・保護者・教職員 

◇方  法  ・アンケートフォーム（Forms）およびアンケート用紙にて回答 

         ・各項目の「適合度」を４段階で評価 

         ・「そう思う」「大体そう思う」を「肯定的回答」とし、「あまりそう思わない」「そう思わない」を「否定的回答」として分析 

◇回 答 率  生徒 ９６％（９４／９８） 保護者 ８２％（８０／９８） 教職員１００％（４５／４５） 

◇分析結果  ・百分率で数値を表記 

         ・【確かな学力】【豊かな心】【健やかな体】【独自の項目】について、項目別に対象者別の回答を比較分析 

         ・【服務】については、教職員のみの項目として分析 

         ・肯定的回答８５％以下の項目は    で表示 

         ・前期または昨年度後期との比較で、肯定的回答が５％以上の向上が見られた項目は    、 

肯定的回答が５％以上の低下が見られた項目は    で表示 

 

 

 

 

 

 

 

京都市立白河総合支援学校 

令和６年度後期学校評価アンケートについて 

令和７年２月吉日 



【確かな学力】 

 この項目では、生徒が自分の目標を理解し、その目標に向かって学習に取り組めているか、また、達成度について評価できているか、目標に近づく姿が見

られるかについて尋ねています。 

 

 

 多数の質問項目において、肯定的回答が９０％を超えています。保護者の『子どもは教科の授業に満足感や達成感を感じている』の質問項目が８６％、生

徒の『教科の授業で「できた」「うれしかった」ことがある』の質問項目が８３％と、他の質問項目よりも肯定的回答がやや低い結果となっていますが、全体

的にみると、前期、また、昨年度後期と比べて、肯定的な回答が高くなりました。この結果から、今後もより充実した学校生活が送れるよう、現在の取組を

継続していきたいと思います。生徒が「できたこと」「頑張れたこと」など、自分の成果や成長に気づいて達成感や充実感が得られるよう、ねらいや課題を具

体化し、生徒が自分自身の目標や課題を明確に理解して、「何のためにやるのか」という目的意識を持ちながら学習に取り組める学習環境づくりに重点を置い

て取り組んでいきます。また、生活教育領域やスポーツ・芸術領域など、専門教科以外の教科の学習内容について、３年間の系統性や他の授業との関連性を

整理し、目まぐるしく変化する時代の流れも的確に捉えつつ、より実生活に役立つ力を身につけることができるような授業づくりを進めていきます。生徒へ

伝え方・提示の仕方・教材選択などを工夫することで、生徒が目的意識を持って主体的に学ぶ学習環境を整え、達成感や満足感を感じられる授業が展開でき

るよう引き続き尽力してまいります。 

 

 



【豊かな心】 

 この項目では、自己肯定感や自己有用感にかかわる内容について尋ねています。 

 

 

 各質問項目において、おおむね肯定的回答が高くなっています。また、前期、また、昨年度後期と比べて、肯定的な回答が高くなった項目も多く見られま

す。生徒の『自分はだれかの役に立っていると思う』の質問項目の肯定的回答が６９％と低い数値となっていますが、前期と比べて肯定的回答が１０％増加

しました。また、生徒の『家庭で決まった役割があり、実行している』の質問項目の肯定的回答は、８４％となっていますが、こちらも前期と比べて肯定的

回答が５％増えました。誰かの役に立っている、貢献している等、自分は有用だという感情である自己有用感を高めることは、自分自身を認め、自己肯定感

を高めることに繋がります。生徒が自己有用感や自己肯定感を高め、自分自身に自信を持つことができるよう、これからも、生徒の思いに寄り添いながら、

生徒自身が目標を決めたり、自ら役割を担ったりするなど、主体的かつ積極的に活動できる学習環境を作っていきます。そして、日頃からのコミュニケーシ

ョンを大切にし、行動や成果だけでなく、目標に対して努力した過程を共有し、結果に関わらず生徒自身の姿を認め、自分の成長に気付けるよう、評価や今

後に向けてのアドバイスをわかりやすく伝えていきます。 



 保護者の『子どもは自分から積極的に挨拶している』、生徒の『自分から元気よく挨拶ができる』の質問項目がどちらも肯定的回答が８１％とやや低い数値

となっています。昨年度後期と比較すると、生徒の質問項目では肯定的回答が７％増えています。コミュニケーションの基本、コミュニケーションの入口と

言われる挨拶の大切さを今後も繰り返し伝えながら、挨拶を交わすことの心地よさを感じることで、自然と挨拶をする習慣が身につくよう、日頃から挨拶を

交わし合う環境を作っていきます。学校全体で挨拶を大切にする意識を高めていけるよう、『あいさつ週間』の取組など、生徒と教職員が一つになって取り組

んでいきたいと思います。また、挨拶ができることは社会人に求められる大切な力の一つです。『タイミングがわからない』『緊張すると声がでない』など、

挨拶を苦手とする理由は様々あると思います。苦手を克服するためには、タイミングや挨拶の種類をパターン化して覚えることが有効とされています。挨拶

できるタイミングを決めて挨拶するなど、生徒の苦手意識に寄り添いながら、スモールステップで取り組んでことも大切にしていきます。 

教職員の『学校のいじめ対策委員会のメンバーを生徒に紹介している』の質問項目の肯定的回答が７１％（前年度比－６％）となっています。今後も生徒

が安心して学校生活を送れるよう、学校のいじめ対策委員会の組織を生徒に啓発していきます。また、生徒の変化や生徒からの SOSを即座に察知できるよう、

生徒とのコミュニケーションを密にし、教職員が一丸となっていじめの防止に日々努めてまいります。 

 

【健やかな体】 

 この項目では、健康に関することについて尋ねています。 

 

 

保護者の『子どもは朝ごはんをきちんと食べている』、生徒の『朝ごはんをきちんと食べている』の質問項目で肯定的回答が８３％とやや低い数値を示して

いますが、どちらも前期と比べて若干肯定的回答が増えました。教職員の『生徒に適切な食生活を送れるよう指導している』の質問項目は、肯定的回答が前

期と比べて１６％増えました。朝ごはんは、栄養を補給し、脳や身体をしっかりと目覚めさせるスイッチを入れるだけでなく、質の高い睡眠をとることにも

つながります。朝ごはんを食べることで生活リズムが整い、夜になると睡眠ホルモンのメラトニンが分泌されて自然と眠りにつくことができるのです。睡眠

中の脳は、昼間の経験や記憶を整理するといわれており、朝ごはんを食べて生活リズムを整えることは、身体にとってとても多くのメリットがあります。こ

れからも、『家庭生活』の授業や外部講師を招いての講義などの授業場面だけでなく、毎朝行っている心と体のチェックシートの活用時など、様々な場面で働



く生活を送るためには一日のはじめの大事なスイッチである朝ごはんを食べて栄養を摂ることが大切であることを伝え、生徒自身が食事の大切さに気付ける

ように、適切な食生活の指導に努めてまいります。 

 生徒の『休日は趣味やスポーツ、サークル活動などに取り組んでいる』の質問項目の肯定的回答が８２％とやや低い数値をとなっていますが、前期、また、

昨年度後期と比べて１０％以上、肯定的回答が高くなりました。将来働く生活を送る際に『仕事と生活の調和（ワークライフバランス）』を取ることがとても

大切であり、『仕事』と『仕事以外の生活』の両方を充実させることで相互に良い効果を生み出すとされています。今後も、『仕事以外の生活』の充実も目指

して、余暇の時間の過ごし方を考え、趣味の幅を広げたり、好きなことを見つけたり、自分なりの休日の過ごし方を見つけることができるよう取り組んでい

きたいと思います。余暇を思う存分楽しむ時間が持てるよう ICTを活用して様々な情報に触れたり、自分の趣味嗜好に気付けるよう自己理解を進めたりする

ための学習機会を設けるとともに、様々なことにチャレンジする気持ちを育て、休日の過ごし方の幅が広がるよう、家庭と協力してサポートしていきたいと

思います。 

 

【独自の項目】 

 この項目では、企業との連携、地域との協働を図りながら進めている学習について、および、情報モラルに関することについて尋ねています。 

 

 

 各質問項目において、肯定的回答がほぼ９０％台の高い数値となっています。今後も引き続き、企業や地域と連携し、幅広い学びの場を設定し、様々な場

所、人、ものとのかかわりの中で、生徒がいきいきと学習できるよう、学びの環境をデザインしていきたいと思います。企業や地域での活動の中で、様々な

経験を通して多くの人と関わることでなりたい自分を想像し、様々な場面で第三者から評価を受けることで自己理解を深め、将来に向けての目標を持つこと

で、やりがいや使命感を持って活動する姿に繋げていきたいと考えます。 

 

 

 



【服務の項目】 

 この項目は、教職員のみの項目です。働き方に関することについて尋ねています。 

 

 

 すべての項目で、肯定的回答が前期または昨年度後期と比べて高くなりました。継続してきた働き方改革の取組の成果であると考えます。今後も引き続き、

業務内容の見直し、会議の精選など、効率的な職務の遂行を目指してまいります。同時に、教職員一人ひとりが“働きがい”を実感し、持続的な成長を果た

せる環境を目指し、“働きがい改革”を進めていきたいと思います。『仕事と生活の調和（ワークライフバランス）』を取りながら、教職員が生き生きと働く姿

は、生徒の身近な社会人のモデルとなり、将来、社会人として社会に出ていく生徒の不安を期待や希望に変えることに繋がると考えます。そのためにも、今

後も“働きやすさ”と“やりがい”を向上していけるよう、課題や改善点を見極めながら“働きがい改革”の取組を進め、教職員の日々の生活や教職人生を

ウィルビーイングなもの（身体的・精神的・社会的に満たされた状態）になることを目指していきます。 

 


